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Table 1 Gold-Catalyzed intramolecular allylation to alkynes 9 
げ父、~、私i へP、:R 5% (PPh3)AuCI 5% AgNTf2 H20 
MeN02，吋
I 1 
Ent!Y 9 R Time {h) 10 Yield{%) 
9a H 10a 83 
2 9b TMS 10b 62c 
3 9c ally I 3 10c 75 
4 9d C02Et 3 10d 93 
5 9e Ph 15 10e 70 
6 9f 4-MeC02C5H4 0.5 10f 95 
7 9g 4-BrC6H4 2 10g 83 
8 9h 2-BrC6H4 3 10h 70 
9 9i 2・MeOC6H4 60 °C, 1 h 10i 84 































































































TBAF ベト~ (3) 
13 
15 16 
このように本研究では、望みの物質だけを合成し副生成物の生成を可能な限り抑制する、
原子利用効率の高い物質変換プロセスの開発へ展開することに成功したロ現在進行中の不斉
反応が達成されれば、新たなアルドール等価型の反応としての重要性が飛躍的に増すと期待
される。
(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）
シラノールを基軸とした、アルドール反応等価体の合成法として現在、論文申請中である。
また、シラノールを求核剤に用いた同類の報告例がないことから、不斉反応へ展開すること
ができれば、新規合成法としての特許取得が見込まれる。
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想、
（起業計画，市場での応用・効果，特許化構想）
非対称ケトンー非対称ケトンのクロスアルドール反応は、反応そのものの開発が達成されて
いないことから、本反応の不斉反応が達成できれば、非対称ケトン－非対称ケトンのクロス
アルドール反応の代替反応としての利用ならびにその波及効果は非常に大きいと期待される口
(5）利用施設
超分子的機能性材料創製・評価システム施設において、下記の測定を実施した。
・高分解能核磁気共鳴ο品1R）装置を利用して、水素、炭素 13の測定を週に 10件／日行った0
・質量分析装置別S-700(MStation）では、構造不明物質の測定を週に 1日程度行い、高分解能
核磁気共鳴（NMR）装置から得られる各種データと併せて分子の構造決定を実施した。
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